
 

 

 

６月は読書旬間です。素敵な本との出合いを！ 
校長 松本 雅史  

つつじや薔薇から紫陽花と、花々の華やかなバトンリレーが続いています。保護者、地域の皆様

には、常日頃から本校の教育活動に対しご理解とご協力をいただき誠にありがとうございます。 
 先月は、たてわりペア遠足がありました。４，５，６年生がリーダーとなって、下級生をまと

めて意欲的に活動をしていました。こうした活動を通して、主体性や優しさが養われていくのだ

と実感する取組となりました。そして、今月は、６年生は移動教室です。無事故で、最高学年と

して２泊３日の生活と学びをしっかりとつくっていってほしいと思います。 
さて、今月は読書旬間の月でもあります。ここで、私が自分の生き方を考えさせられた本との

出会いをご紹介したいと思います。ヘルマン・ヘッセの「アウグストゥス」というお話です。ア

ウグストゥスとは、主人公の少年の名前です。少年が生まれたとき、母親は不思議なおじいさん

から子どもに対する願いを一つだけ叶えてあげようと言われます。母親は、悩んだあげく、「誰

からも愛される人に」と、願いをかけます。少年は、全くその願い通りに成長していきました。

誰もが少年を大切にし、彼を許し、心から愛しました。何不自由の無いわがまま放題の生活でし

た。ちやほやされるのが当たり前の彼は、次第に冷たく傲慢な人間に成長していきました。それ

でも、誰もが彼に親切でした。しかし、彼にはその親切さえ疎ましく愚かに感じられるようにな

っていきました。その生活の中で逆に心は虚ろになっていきました。 
そうした時、不思議なおじいさんが再び彼の前に現れます。おじいさんに彼は、今度は反対に

「人々を愛せるようにしてください」と泣いて頼むのでした。そして、彼の生活は一変します。

手のひらを返したように、誰も彼もが彼のこれまでの生活をののしり出しました。遂に投獄さ

れ、出獄したとき、彼は醜く老いていました。かつて彼を心から愛した誰もが、彼を覚えてすら

いませんでした。けれども、どんなに邪険にされても、彼には全てが愛おしく思えました。学校

へ急ぐ子どもたち、ひなたぼっこをする老人、疲れて家路をたどる労働者…誰もが自分の家族の

ように思えました。世界をさすらい、不幸な人々に尽くしながら、彼の心は常に温かでした。も

う虚しくはありませんでした。彼は、幸せになりました・・・。 
私たちの多くは、前半生の主人公を人生の理想として生きているように思えてなりません。人

に大事にされる人生を目指して、地位や富を求め、成功すれば思い上がり、失敗すれば敗北感を

抱いてしまう・・・。何か大切なものを見失っているのではないかと感じつつ、それでも、自分

は子どもたちにそんな生き方しか示せないでいるのではないか・・・と。 
読書旬間は、６月１９日からです。本校の教育活動が、素敵な本との出会いのきっかけになるこ

とを願っています。ぜひご家庭でも「我が家の読書旬間」をされてみてはいかがでしょうか。

 

 

  
  

６月の生活目標 

URL https://www.kodaira.ed.jp/05kodaira 

   gakkou@05.kodaira.ed.jp 
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６月行事予定 

日 曜 児童に関わる行事（学年） 
下校時刻の目安 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

     

     



 

            ふれあい月間       （生活指導部） 

 
 

 

           たてわりペア遠足    （特別活動部） 

 

 

 

 

 

 

 

      タブレットで楽しく学習を  （研究推進部） 

 

 

 


